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11-27例で.enterovirus, coxachi-B, echo-V, HSY, 



































































































































































影で電極が，運動野にあるのを確認した. I回： O7 

















【方法】対象はhighspeed dril (a.v. 70.000 rpm）を用い


















温度は Steel burr: NW 49.2±2.39°C, RW 
34.5±2.44°CへCW20.4± 1.26°C** Diamond burr: 































































































































































































































































































































Tl W. Iにてやや lowintensity, T2 W.I.にて highin-































































































無症候性狭窄性病変 16 16 
一過性脳虚血発作 58 18 
椎骨脳底動脈不全 82 4 
穿通技系梗塞 113 9 
皮質系痩塞 28 21 
多発性脳梗塞 19 7 
脳幹部梗塞 13 2 
小脳使塞 6 1 
脊髄梗塞 。












男25例，女13例である.CT scan (High speed advan-
tage ST (GE社製））を用いて，造影剤を投与しながら












































































































【症例 1] 62歳，女 他院より SAHの診断で紹介入
























































NEUROSURGERY :/ON-CALL (http://www. neuro-
surgery. org）も文献検索に極めて有用である 私の
ベージは下記の通り URL=http:/service.kagawa-

























































































































9症例lj（男： 4例，女： 5例，初診時平均年令： 60.7 
歳）であった．脳血管撮影での Lalwani等による























































































































































































































































































て坐位で、行われた 症例の内訳は germcel tumor 9, 
astrocytoma 2, meningioma 2, hemangioblastoma 2, 
metastasis 2, medulloblastoma 1, pineal cyst 1, dermoid 






















































「Dementiais a psychological syndrome of a deterioration 
of multiple cognitive functions in clear consciousness. 」に
おいて，痴呆患者は意識清明であるとの文言を発見
し，意識についてのわれわれの理解との聞に大きな違
いのあることを痛感したので，慢性または慢性期意識
障害と痴呆の相聞について検討することにした．
その結果，人間の意識は生命そのもの，実在そのも
のであるとのベルグソンの把握の仕方（淳潟， 1979)
を参考に，痴呆は意識障害の“量的”減少の表現であ
り，精神病は“質的”変容の表現（意識野の構造解体，
Henri Ey, 1969）であると仮定してよいのではないか
との結論に達した．その考え方の過程を述べ，現在試
用している慢性期意識障害スケーノレを紹介しながら，
この難問題に対する今後の取り組み方および方向性に
ついて言及した．
40）京大脳神経外科のあけぼの
京大名誉教授（麻酔科）
稲本 晃
同門会年報に転載しました。
